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L 1950-1：2025 (ISO 24461：2022) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本化学繊維

協会（JCFA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正す

べきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。

これによって，JIS L 1950-1:2018 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

－ 氏名：一般財団法人カケンテストセンター 

－ 住所：東京都中央区日本橋本町 4 丁目 11 番 5 号 

－ 工業所有権の種類：特許第 6200126 号 

－ 登録日：2017 年 9 月 1 日 

－ 名称：防虫性試験装置および防虫性試験方法 

上記の特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施の

許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対し

ては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣及び日本産業標

準調査会は，このような特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 

JIS L 1950 規格群（生地の防蚊性試験方法）は，次に示す部で構成する。 

JIS L 1950-1 第 1 部：誘引吸血装置法 

JIS L 1950-2 第 2 部：強制接触法 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 L 1950-1：2025 
 (ISO 24461：2022) 

生地の防蚊性試験方法－第 1 部：誘引吸血装置法 

Textiles-Anti-mosquito performance test method- 

Part 1: Test method for the attractive blood-feeding apparatus 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 1 版として発行された ISO 24461 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，薬剤処理の有無にかかわらず，防蚊性生地による蚊の接触の低減機能及び防蚊性生地を介

した吸血の低減機能（以下，これらの機能を防蚊性能という。）を評価する試験方法について規定する。こ

の規格は，ヒト又は動物を吸血源とせず，これらの機能を評価するための試験方法を規定している。 

なお，この規格は防蚊性能の評価だけを対象とし，防蚊性能に起因する疾病の予防方法の評価は，適用

対象としていない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 24461:2022，Textiles－Anti-mosquito performance test method using the attractive blood feeding 

apparatus（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

ISO 及び IEC は，次の URL において規格に用いる用語のデータベースを維持している。 

－ ISO Online Browsing Platform：https://www.iso.org/obp 

－ IEC Electropedia：https://www.electropedia.org/ 


